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第3 3回難病患者･障害者と家族の

全道集会(十勝大会)を振り返って

支部長　早川　正弘

8月5日(土) 6日(目)開催された全道集会も､無事終了する事が出来

ましたoこの成功の影には､長い期間準備していただいた役員の皆様､又各

部会の実行委員､ボランティアの皆様の大変な努力の結果ではと私は思って

います｡大変皆様お疲れ様でした｡

広告･寄付等の状況も目標3 50万に対して､ 400万を上回る成果を上

げる事が出来ましたoこの結果も皆様の努力と熱意が各企業､事務所の担当

の方の気持ちを動かし､感心を向けていただいたのではと思います｡進行内

容について見ましても､歓迎レセプションの内容､料理等に大変良い意見が

出ていたと開いております｡

3人展及び物品販売の方も大勢の人に見ていただき､たくさんの人に購入

していただいたとの事です｡こちらの方も準備も大変だったと思います｡し

かし結果の方が良かったので大成功ではなかったでしょうか!

最後に私自身準備期間中に体調を悪くし､ 6月1ケ月間入院してしまい役

員､実行委員の皆様には大変迷惑をかけ､すべての日程をこなせなかった事

をこの場を借りましてお詫びいたします｡

今は､成功に終わった事にほっとしていると同時に実行委員の皆様に大変

感謝しております｡



第3 3回　難病患者･障春着と家族の全道集会(十勝大会)

2006年8月5日(土)･6日(日)

成　田　愛　子

くスローガン)

『誰もが安心して暮らせる医療と福祉社会を　十勝から』

全道各地の患者家族の皆さん､十勝-ようこそいらっしゃいました｡

全道集会にかけつけていただきました来賓の皆様､ボランティアの皆様に対

して､心からお礼申し上げますD

●加忘雷喜苧這孟妄三三;苦言Gチチ誓ぶりですo当時の事を知っているのは
I

(財)北海道難病連"松田　哲征"が窓口となって開催しました｡現地実行

委員会も第1回=3月21日､第2回:4月23日､第3回:6月17日､

第4回= 7月22日に開催､意見を交し合いながら取り組みました｡

匝互亘司
○歓迎レセプション･アトラクション

帯広カムイトウウポポ保存会(昭和32年

設立当初からのメンバー)により､アイヌ

文化古式舞踊が披露されました｡

L白月6日｣

Oアトラクション

●　十勝シニアリードアンサンブル

平均年齢7 2才-年齢を感じさせない元気な演奏でした｡

演奏後､小鳩会の菊地康汰さん･丹羽桃子さんより､花束が贈呈されまし

たC

お礼にミニハーモニカを記念に頂きました｡ありがとうございました｡

○患者の訴え

クローン病友の会の患者会員　松平貴弘さんの元気のある､とても前向き

な発表でした｡

○家族の訴え

元全国勝原病友の会北海道支部　今は亡き荒尾みや子さんの姪･荒尾むつ

みさんによる感情深い朗読でした
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○記念講演

｢障害者自立支援法のポイントと今後の課題｣

講師:伊原　和人(厚生労働省社会援護局障害保健福祉部企画官)

○シンポジウム

｢どう考える?障害者の自立支援｣

シンポジスト

･清水　誠一(北海道道議会議員)

･竹田　　保(筋ジストロフィー)

･萩原　英司(クローン病)

助言者:伊原　和人
コーディネーター:伊藤たておく財団法人北海道難病連)

時間が少ないようでした｡

○北海道難病連･部会･支部の紹介

ボランティアさんが各部会･各支部の"のぼり"を持って壇上- (時間の

関係で並んだだけでした)

○集会アピール採択- -十勝支部:成田　愛子

何日もかかって練習しました｡でも棒読みになってしまったような気がし

て- ･もう声がふるえ十勝支部役員の方々に迷惑をかけました｡

以上で全日程の終了です｡

※今回の第3 3回全道集会が十勝の医療と福祉の向上に役立ち､集会に参加

された患者･家族の方々が今後も仲間と情報を交換し交流を深めてほしい

と願っております｡

oTシャツ:実行委員･赤､ボランティア･黄　好評なようでした｡

〇三人展(患者会です)

玉川　正雄さん､大道　睦子さん､島　道子さん

参加者の皆さん素晴らしいの一言でした｡

※帯広市を始め､関係機関､ボランティアの皆さん､広

告･寄付のご協力を頂きました皆さんに感謝申し上げ

ます｡

･3･



200 6全道集会　十勝大会の熱い夏

リウマチ部会　田中弘子

8月5日･ 6日全道集会に向けて実行委員会は､ 12月から4回開かれ､

道主導でテーマ･会場･オプショナルツアー･アトラクション･作品展･ボ

ランティアなど決まっていったo何といっても､お金がいるということで募

金活動のことが､よく話顔になったo

その間､支部の拡大委員会･役員会が何回も開かれた｡

●　5日歓迎の横断幕で帯広駅に出迎えに行った｡通る人に｢何かあるのです
か｣と聞かれ､ ｢全道難病連患者と障害者と家族の会が開かれるんです｣と

言ったら､ ｢がんばってください｣と励まされた｡

リウマチの実行委員は､一番近いホテルに泊まる人達を案内したo

ホテルには､沢山のボランティアの人が待っていてくれた｡

3時4 5分に札幌から来る人を出迎え､ホテルで道役員と十勝分会の実行

委員で､翌日のリウマチ分科会の打ち合わせをした0

5時頃から歓迎レセプションにでる人たちが､ほかのホテルからもぞくぞ

くと集まって来た0 500名近くの人たちが､丸テーブルを囲んだ｡

アトラクションは､カムイトウウポポ保存会のアイヌ古式舞踊で､十勝で

も滅多にみられない踊りに静かにみいったo次々出てくるご馳走や交流で座

は盛り上がった｡

翌日のリウマチ分科会は､プラザの机と椅子が固定されて飲食出来ない視

●聴覚室だ-た｡ ｢作品展は総会しかしないんだけど､自分達が片付けるのな

らやってもいい｣ということだったので､分会の人たちが作った押し花を､

後ろのテーブルに並べたo旭川分会の折り雑のかざりも｡

受け付けをやっていたら･分会の人たちや函館･旭川･稚内･釧路など全

道各地から､懐かしい人たちがみえた｡

医療講演は､勤医協帯広病院の深町知博先生だった｡ ｢講演の準備に6ヶ

月はかかる｣ということだったoテーマ､ ｢リウマチと仲良くつきあうため

に｣の講演が始まった｡

受け付けを3人でしたので人数を照合していたら､ボランティアが参加人

数を聞きに来て､ ｢リウマチが一番多い｣と言った｡目標が100名だった

･4-



ので､ほっとした｡暑い廊下から､冷房のきいた中に入ったら､先生が､手

足の運動の実演をしていて､会場の雰囲気が和んできたところだった｡先生

が､腰痛を1 3キロのダイエットで克服したことや､笑いは免疫力の増加に

なると本の紹介をされ､前向きに生きる大切さを話された｡講演が終わった

ら｢楽しかったね｣ ｢講演のレジメはしかったね｣と言っている人がいたo

分科会も終わったので､急いで押し花の作品を片付け手提げ袋に入れたo

皆が帰るので､受け付けのところにいたら･稚内に帰る人が｢車の中でお

弁当を食べようと思ったが､カレーライスなので｣と､お弁当券を5枚匿い

ていった｡

昼食は､リウマチの参加者だけ､レストランのカレーライスにな-たo　●

全体会の文化ホール-向かう途中､作品の重さが肩にこたえたが｢『押し

花売らないんですか』と言った人もいた｣と聞いて､苦労して作品展をやっ

て良かったなと思った｡

大ホールは､各分科会から集まった人達の熱気でムンムンしていたo

間もなく､シニアリードアンサンブルの演奏する音楽が､静かに流れたo

全体会が終わって､リウマチ分会の人達と｢話を聞くだけだと疲れるね｡｣

｢演奏に合わせて『ふるさと』や『里の秋』を歌えると､もりあがったのに

ね｣と話しあった｡

後目｢ボランティアは､文化ホールでお弁当を食べるはずだったのが･

行ったら食べる部屋もなかった｡｣ ｢役員に『お弁当は当たりません』と言わ

れ､帰った人もいたo｣ ｢全体会が終わったら,ごみがいっぱいだったので､

tf.:告:∴ -.一㌦- i.,Il.::,l･..:._)i･..: ;, I.::,:. ::: lこl:L: I;t∵∴Lr.f''L/3 't 1 ∴ ●

ァの人達が､言っていた｣という話を聞いたoこれが･次回にいきてくると

いいと思った｡

ともあれ､花のようにいっぱいだった黄色いTシャツのボランティア･

赤いTシャツの実行委負の熱い夏は終わった｡

道や支部の役員･医療班･大会を支えて下さった多くの方々に､感謝しつ

つ　●　●　●
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第33回　全道集会に参加して

ダウン症部会　　丹羽　厚子

17年ぶりの地元帯広での全道集会は､ 8月5日のレセプションから始ま

り､翌日の分科会､全体集会と2日間にわたり本当に多くの参加者による

盛大な集会となりましたo私たち小鳩会の分科会も､ 23家族60名と会場に

入りきらないほどでしたし､全道集会-の関心の高さ､真撃な姿勢に感銘し

ました｡

北海道小鳩会会長の三好さんを囲んでの交流会は､平生､顔を合わせる機

会の少ない他の分会の皆さんとの情報交換など､とても有意義な楽しいひと

●　∴∴訂∴言上''-:I)禁､こ.二･....i,i.::...::I.㍗::∴::諾,7:I.:

たD未知の部分も多々あり､不安が解消されたわけではありませんが､勉強

になりました｡

この度の全道集会開催にあたり､実行委員として(小鳩会より4名)不

慣れながらもお手伝いできたことは､とても昏重な意義のある体験でした｡

そして､ ｢誰もが安心して暮らせる医療と福祉社会｣に向けて､今考え､行

動していかなければならないことを痛感していますo

全体を通して<時間が足りなかったこと>が残念ではありましたが､終了

後の充実感は言うまでもありません｡

北海道潰癌性大腸炎･クローン病友の会　　松平　朗ム

8月6目の全体集会で息者･家族の訴えをさせていただき､ありがとうご

● ㌫ - ∴言∴ i.!.∴∴ご三g.:'lr Jl-I..∴ I ≡:!･'･'.(.≡.1:I.'･::.:Lt.:∵ ‥:

んの拍手が聞こえ､そして｢感動した｣や｢とてもよかった｣などの声もた

くさん開けて､今では｢引き受けて本当によかった｣と心から思っています｡
｢社会を変えたければ人の心を動かせ｣という言葉があります｡十勝大会に

参加し､皆さんの心はどう動いたでしょうか｡僕はより一層優しい社会をつ

くる思いが強くなりました｡きっと皆さんの心にも今まで以上の優しさが芽

生えていることだと思いますo今はとても小さな芽かもしれませんが､これ

からすくすくと育ち､やがてはつぼみをつけ､今の社会を優しい社会に変え

てくれる花を開いてくれることでしょう｡ ｢誰もが安心して暮せる医療と福

祉社会を　十勝から｣のスローガンのように十勝からそんな優しい社会をつ

くれることを心から願っています｡

･6-



第3 3回難病患者･障害者と家族の全道集会(十勝大会)に参加して
十勝保健福祉事務所保健福祉部(帯広保健所)

健康推進課長　山口　繋則

8月6日､ ｢難病患者･障害者と家族の全道集会｣が､帯広市民文化ホー

ルで開催されました.

ここ十勝で開催されたのは､平成元年以来､実に1 7年ぶりということで

したが､患者や陣がい者の方々とその御家族､そしてボランティアの方々な

ど､約1,00 0郎ミ一堂に会する盛大な集会となりましたb

参加された方々には､十勝や全道各地からはもとより遠くは道外から出席

豊造言空き:二三Tl=･fL芸:芝去誓禁雷雲]tE志孟宝器諾孟去妄●
(代理)のほか､国会議員や道議会議員､帯広市議会議員の方々なども駆け

っけるなど難病問題に関するその関心の高さがうかがわれましたo

集会の中では､厚生労働省の伊原企画官による｢障害者自立支援法のポイ

ントと今後の課題｣と題した講演のほか､道諌会議員や患者代表の方々によ

るシンポジウムにおいて｢どう考える?障害者の自立支援｣がテーマとして

取り上げられ､それぞれの方から陣がい者の自立に向けた現状と課題が示さ

れるとともに､今後の方向性について論議がなされましたo

これらの講演やシンポジウムを通して､私は行政に携わる者として考える

べきことが2つあることを痛感しました｡一つ目は難病そのものに対する道

民の理解がまだまだ低いこと｡そして､二つ目は難病患者や陣がい者の方々
への支援は,それが物質的なものあるいは精神的なものであったとしても,

I.I;J･･:. ∴し-: '=:･ :. JtI:I: -'･ :二子T･hL':I;-::1:...･., :::'･Il.∴ i-･IIl.㍗: :-I- ;:I:-認LL;一昔●

ているものであり､その達成に向けた取り組みの強化が求められているのだ

と思います｡

さて､この集会が開催された当日は気温が3 0℃を軽く超え､まさに真夏

の太陽が厳しく照りつける中､ボランティアの方々をはじめスタッフは午前

中に開催された各分科会も含め複数の会場を何度も往復するなど､汗だくで

参加者の介助や集会の運営にあたっていましたDこのことは､難病問題に正

面から立ち向かうその気迫と情熱の現れとして､集会に参加したすべての

方々の胸を強く打ったことと思います｡今､あらためて皆様方に深く感謝を

申し上げます｡そして､今後とも患者や御家族､そして関係者の方々が強い

緋で結ばれることと､難病連十勝支部のより一層の発展を願っております白
･7･



はじめてのボランティアを終えて

和田　佳子

今年で3 3回目となる難病患者･障害者と家族の全道集会｡十勝大会であ

った事から､私は初めてボランティアとして大会に参加させてもらいました｡

当日は朝からよく晴れ､気温の高い一日でした｡集合場所の広場には､黄

色のTシャツを着た人達が大勢集まって来ました｡私の担当は託児でした｡

仕事柄毎日子供達と一緒に過ごしているものの､いつもとは違う緊張があり

ました｡それは､子供達が障害を持っている事だけでなく､ 1 7名のボラン

ティアさんとも初めて会う事の不安でした｡とにかく出来る事をやって行こ

うと思っていました｡事前にダウン症候群児父母の会の役員の方達とお話し

をする時間がもてた事は､とても有り難かったですoその時

の話し合いで､用米に連絡事項を記入してもらう事などの細

かい打ち合わせが出来ました｡

そして分科会が始まり子供達と過ごした時間は- ･Cま

だおしゃべりはしてくれない2才の男の子は､手遊びをする

と一緒にまねをして小さな手を動かしてくれました｡

大きな子供達とはお喋りをしたり､ゲームをして体を

ヽ動かしたりと時間はあっと言う間に過ぎていきましたo-1;-ti二
何かをしなければいけないと力が入りすぎていた自分

が､子供達と過ごす時間の中で楽しさを感じていたのです｡

私はボランティアを初めて経験しました｡誰でも初めての事は不安に思う

でしょうが､だから何もしないのではなく､やってみる事が大切なのだと思

いました｡

最後に貴重な経験をさせていただいた事に感謝致しますoありがとうござ

いました｡

-8･



合同レクレーションに参加して

リウマチ部会　加藤　登美子

当日は予報どおり､あやしい空だった｡帰るまでなんとか降らなければと

祈りつつ参加｡久しぶりにバス遠足気分でウキウキしながら集合場所の市役

所西側-行きましたQ

難連から2 0人程､私はリウマチ部会で佐藤美恵子さんと一緒に参加｡ 9

時過ぎ､バスは御影の竹中農園の畑-出発｡ここ竹中さんの畑の一角をJR

の親睦会の方々が､春から種まき･草取り･その他諸々､何回もの作業をや　●

って今日があるのだとバスの中で説明をされました｡

そんな訳でJRの御家族が大勢いて､芋堀りもあっという間に掘り上げら

れました｡ ｢キタアカリ｣と｢レッドムーン｣そして､とうきびも袋いっぱ

い詰め､おみやげにいただきました｡昼は､バーベキュー･いもだんご･生

ビール･豚汁をたくさん食べ､秋を満喫｡野外で体を動かし､苦労したお芋･

とうきびは達うな～｡

美味しい嬉しい芋掘りデーでした｡皆んなの助けを借り､楽しい一日を過

ごすことが出来ました.ありがとうございましたo

国会請願行動に行って来ました

二分脊椎症家族加藤富江　●

2006年5月28･29日､ ∫ PAの総会と国会請願行動に道東8支部の代

表として､十勝が当番でしたので成田さんと加藤が行って来ました｡ 28日の

東京についてのすぐからのJ PAの総会､ 29日の国会請願行動とハードな

スケジュール､とても患者さん本人が行動しているとは思えないくらい過密

でした｡署名の一筆一筆がとても重要で重みがある事を感じさせられる行動

でした｡会員のみなさまも是非チャンスがありましたら､一度は参加される

と良いと思いました｡

･9-



(財)北海道難病連　2006年度　支部事業計画

(期間　自:2006年4月1日　至:2007年3月31日)

支部名　十勝支部

予定月日 06.05.13 剄s事計画.行事名 ���｢�冰ﾉ.亥����B�備考 

総会(理事会.評議員会) �8h6ｨ4�987ｨ6X8ｲ��)kﾂ�評議貞 支部長 

05.14 05.21 05.21 剔拷�(全道支部協議会) 冉ｸ､9;�>�������kﾂ�

十勝支部拡大役員会 �,h*�+�7h8�5S3�b��3Ykﾂ� 

講演会...防災 �,h*�+�7h8�5S3�b��3�kﾂ� 

05.28 刄pーキンソン病医療講演会 �,h*�+�7h8�5R���言語療法 

05.28 價PA総会 冲h芥檍ｭ灯b��)kﾂ�道東支部.十勝 

05.29 剄痩�ｿ願 伜�ｶ8��檍ｭ���)kﾂ�道東支部.十勝 

06.16 剔�1回支部役員会 偖ﾈ�迚YH駟k���悼kﾂ�本部.松田 

06.17 剔S道集会実行委員会 �,h*�+�7h8�5R� �� 

06.29 剔�2回支部役員会 偖ﾈ�迚YH駟k���悼kﾂ� 

07ー14 剔�3回支部役員会 偖ﾈ�迚YH駟k�����Ikﾂ� 

07.22 剔S道集会実行委員会 偖ﾈ�迚*�]ｸﾉ(�� ��VO講習 

08.05 剔�33回全道集会レセプション �7ｨ6X8ｸ6ﾘ�ｸ5�8�986���3s洩ﾂ� 

08.06 剔�33回全道集会.分科会 ���ﾔﾈ�9j�h嶌7ｨ�ｸ8ｲ�塔�9kﾂ� 

08.09 剔�4回支部役員会 偖ﾈ�迚YH駟k��� ��)kﾂ� 

09ー01 剔�33回全道集会反省会 �7ｨ6X8ｸ6ﾘ�ｸ5�8�986���#洩ﾂ� 

09.05 剔ﾑ広看護学生.実習 偖ﾈ�迚YB� 添kﾂ� 

09.07 剔�5回支部役員会 偖ﾈ�迚YB�土kﾂ� 

09.10 剄∮ｯレクレーション収穫祭 �'ﾉ(ig��｢��#�kﾂ� 

09.13 剔ﾑ広看護学生.実習 偖ﾈ�迚YB� 添kﾂ� 

09,24 剞t友会キャンペーン 偖ﾈ�迚YB� �)kﾂ� 

10.01 價PA国会請願署名 �:�ｭｸﾔﾈ�｢� 添kﾂ� 

10.06 剞ﾔい羽根共同募金 偖ﾈ�迚YB� �� 

10.08 ��ⅠBD十勝支部総会 �4�8ｨ�ｸ987h8�5S$b� �� 

ll.上旬 ��正月飾り 偖ﾈ�迚YH駟k��� �� 

12.上旬 ��第6回役員会十勝支部 偖ﾈ�迚YH駟k��� �� 

07.02.上旬 ��十勝支部､デジタル工房新年会 �� ��新年会 

下旬 ��第7回役員会十勝支部 偖ﾈ�迚YH駟k��� �� 

03 ��会報｢なんれんとかち｣発行 ���� 
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2 0 0 6年
地域部会役員組織

　　　　　　

北海道難病連十勝支部

あ　す　な　　ろ　会 成　田　愛　子 難病連担当者 成　田　愛　了-

事　　務　　局　　長 柳　　　弘　子

ダ　ウ　ン　症　郎　会 広　瀬　真　澄 難病連担当者 丹　羽　厚　子

事　　務　　局　　長 広　瀬　真　澄

パーキンソン病友の会 板　谷　　　弘 難病連担当者 山　根　　　隆

嘔　　務　　局　　長 山　根　静　子 荻　原　　　晃

後従靭帯骨化症 荒　　　重　勝 難病連担１者 秋　几　英　了-

事　　務　　局　　長 荒　　　重　勝

ト農地　方腎　友会 大　渾　則　夫 難病連担当者 岡　崎　由紀夫

事　　務　　局　　艮 小笠原　和　枝

膠原病友の会帯広地区 大　野　ひとみ 難病巡担当者 早　川　正　弘

事　　務　　局　　長 北　風　必美江

日本二分脊唯症t島会帯広地区 加　藤　4･三雄 難病巡担当者 加　藤　富　江

嘔　　務　　局　　長

ＩＢＤ友の会帯広支部 広　瀬　　智 難病連担当者 広　瀬　　　智

事　　務　　局　　長 広　瀬　　智

脊髄小脳変性症友の会とかち連絡会 村　中　仁　志 難病連担当者 川　崎　悦　子

事　　務　　局　　艮 川　崎　悦　子
－－

卜勝ベーチェット友の会 難病連担当者 現在休会中です

事　　務　　局　　長 及　川　次　枝

十勝肝炎　友　の　会 難病連担当者 現在休会中です

事　　務　　局　　艮 内　藤　雅　勝

ｎ



｢第33回難病患者･障害者と家族の全道集会｣

2006年8月5日～6日

協賛広告･ご寄付､ご協力ありがとうございました｡

総合計　¥4,025,500円

協賛広告　十勝支部扱い　¥ 1,444,000円

寄付　　　十勝支部扱い　¥　460,000円

※十勝支部-の寄付

○加藤定雄様　　○徳永すみ子様　○井雲ハルミ様

○江口美生男様　○荒尾末子様

○樋口正子様　　○西原竹一様

○佐藤様

ONPO法人障害者･児尚之基金様

OJR旅行センター帯広支店様

○株式会社ナカジマ薬局様

○高木皮膚科診療所様

●　○株式会社ホリウチ様

○富原洋子様

○藤田浩子様

○他匿名2名様

○さわい内科循環器科様

○森の泉歯科医院様

○富士メガネ様

○和田農園様

○大樹町様

募金箱

○ワインプラザカワイ(酒店)　○ワイン城池田レストラン

○ダイイチ西8粂店　　　　　○なかむら洋品店

○モミの木　　　　　　　　　　○知排屋カゼ

○十勝支部

･12･
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デジタルよりご挨拶

暑かった夏もようやく終わり涼しい秋口の気配を感じさせる今日この頃

ですが､皆様におかれましては､いかがお過ごしでしょうか｡

この度､縁がありまして平成18年4月1目付けで､ふれあいデジタル工

房の所長になりました加藤富江です｡病気は二分脊椎症の家族です｡北海道

難病連十勝支部の役員は長く携わっていますが､作業所の事は何もわからな

い一年生ですが､十勝支部の会員､役員､デジタル工房の職員のみなさまのお

力を借りてやっていきたいと思っております｡

今年10月からは､制度改革､障害者自立支援法がはじまりますo作業所の　●

中味もかなり変わってきます｡色々と勉強をして良い方向性に持っていけれ

ばと思っております｡デジタル工房では､パソコンを習いたい方受講生募集

並びに名刺､封筒､その他の印刷物これからは年賀状の印刷などの仕事もお

待ちしております｡みなさまのご協力をお願い致します｡

平成18年10月吉日　(財)北海道難病連十勝支部ふれあいデジタル工房

所　　長　　　加　　藤　　富　　江

ふれあいデジタル工房からのお知らせ

只今､パソコン教室の受講生募集中です｡曜日は火曜日～土曜日までの

午前10時～午後5時まで開所しています｡

1教時日　10時10分～11時50分

2教時日　13時10分～14時50分

3教時日　15時10分～16時50分

一般の方は1時間40分で1, 000円ですo予約制となっています｡

まずは､お気軽にお問い合わせ下さい｡

電話　(0155) 23-6699まで

また､簡易印刷･はがき･名刺･チラシなどの印刷も承っておりますので､

お気軽にお問い合わせ下さい｡なお､これからは喪中はがき､年賀はがきの

印刷の予約を承わりますD　よろしくお願い致します0

-13-
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新任0挨拶

●●■■■●●●●■●●●●●●●=●日日●●●●●●●

この度､ 9月からふれあいデジタル工房の講師として

勤めることになりました｡

講師といっても､WordとExcelを多少使える程度で､

まだまだ勉強しなければならない事が､山ほどありますo

実際､勉強しながら学んでいるところですo

今後は､自分のためにも努力をし､資格にもチャレン

ジしていきたいと思います｡

まだまだ未熟者ではありますが､よろしくお願いいた

しますD

田口　莫矢.･●~

11,..
●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●HH●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●

この度　デジタル工房で講師を勤めさせていただくこ

とになりました､比企です｡

まだ　生徒さんとお会いするようになって日は浅い

のですが､みなさんの明るさとバイタリティに敬服する

毎日です｡仲間の一員になれたことを感謝していますo

パソコンは仕事に使うととても便利なものですが､デ

ジカメで写したものを使って自分だけのはがきを作っ

たり､とても楽しいことがたくさん出来るものでもあり

ます｡そんなパソコンを使って､皆さんと一緒にいろい

ろ楽しめたらいいなと思っています｡

どうぞよろしくお願いいたします｡

比企　友子

-14-
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7つのスローガン
☆国と道は､原因の究明と治療法の確立を急いでください〝

☆全ての難病の治療を公費負担にして下さい〝

☆介護手当ての支給と通院交通費､付添費の補助を〝

☆患者､障害児者の教育の選択権を親と子に〝

☆医療過誤､薬害を無くし被害者救済を〝

☆北海道の総合的な難病対策の確立を一日も早く〝

☆広く道民と手を結び明るい福祉社会を実現させよう〝

財団法人-北海道

難病連
NPO法人　尚之基金｢ビリーフ｣ I.-144

障害者(児) ･老人及び更正施設等の福祉を

増進しようとする団体個人への活動支援､

居宅支援･居宅介護支援サービス等の事業
を行う.

1.指定居宅介護支援事業所
2.指定訪問介護事業所

3.指定支援費居宅介護事業所

>

みみずくの会　-----､､つ

※支援辛･介護保険から除外さ
るサービス｡ガイドヘルプ､観
光､リハビリ､イベント､親類
知人･友人宅その他･病院等の
添､話相手､除雪､排雪､営業
手伝､窓拭き等除外されるサー
スに付きましては『みみずくの
会』にこ相談下さい｡

【尚之基金｢ビリープ｣事務局】帯広市西16粂南6丁目11番9早
電話:0155-41-0121 FAX:0155-41-0124　休日等転送電話:090-1647-0547

HSKなんれんとかち46,.-. 

第三種郵便物許可昭和48年1月13日2006年10月10日通巻415号 

編紫人(財)北海道難病連十勝支部事務局長成田愛子 
帯広市酉5粂南13丁目19-2Te1:0155-23-6602Fax:0155-23-7071 

発行人北海道身体障害者団体定期刊行物協会細川久美子 


	なんれんとかち
	page1


